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豊岡市障害者計画 施策事業（平成24～27年度） 

振り返り 
 

１．「自己実現できる」まちづくり 

（1）教育の充実 

前回計画の施策 主な事業実績 

○学校施設・設備の改善 

○学校教育等の充実 

○サポートファイルの活用 

○教職員の資質の向上と校内支援体制の充実 

○通学・通園支援の実施 

○児童・生徒間の交流拡大 

○放課後等の居場所の確保 

○総合的な相談・支援体制の充実 

○学校・園におけるバリアフリー化 

○介助員・スクールアシスタントの配置 

○サポートファイルの引き継ぎの実施 

○特別支援教育コーディネーター研修会の開催 

○「保育所等訪問支援」事業開始 

■学校・園のバリアフリー化が進みました。 

■サポートファイルの対象者が、平成 24 年度では、小学校の特別支援学級在籍児童及び療育支援を受

けている児童が対象でしたが、平成 27年度からは、中学 3年生まで対象を拡大しました。今後は、

保護者や関係機関などに周知を行い、就労期までつながるツールとして活用できるよう、各関係機関

の情報共有、連携強化を図ります。 

■通学・通園支援として、保護者の出産、病気等、やむを得ない理由がある場合、移動支援サービスの

利用など、個別の事情に応じたサービス提供の検討が課題となっています。 

■放課後等の居場所として、放課後児童クラブ、放課後等デイサービス、日中一時支援事業など、それ

ぞれの利用者に合わせて計画作成し、放課後等の居場所としてデイサービスや日中一時支援事業へつ

なぐことで、居場所の確保と充実を図っています。平成 25年度から障害児通所給付支給決定者は増

加傾向であり、今後も、関係機関と連携し、障害児へ適切なサービスを提供します。 
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（2）雇用・就労の促進 

前回計画の施策 主な事業実績 

○障害のある人の就労支援施設などの支援 

○雇用・就労準備の支援 

○雇用・就労機会の拡充 

○事業主や職場の理解 

○各種関係機関の連携・ネットワークづくり 

○職場の定着のための支援の充実 

○ＩＴの活用支援 

○障害福祉サービスによる就労支援の実施 

○新庁舎の開庁にあわせて、出石精和園が新庁舎

食堂において一部メニューによる営業を開始 

○「就労支援に関するアンケート」を実施 

○就労支援研修会を開催 

○地域活動支援センターの運営 

■雇用・就労準備の支援として、一般就労が難しい方に就労移行支援や、就労継続支援Ａ型Ｂ型といっ

た障害福祉サービスの提供をしています。年々、障害福祉サービスの支給決定者は増加しており、就

労機会の拡充に加え、トライアル雇用などを通じて、雇用拡大につながる企業（雇用主）の理解を深

める必要があります。 

■平成 25年の新庁舎の開庁にあわせて、出石精和園が新庁舎食堂において一部メニューによる営業を

開始しました。 

■障害のある人が、就労のためにパソコンやスマートフォンを活用できるようにするＩＴの利用促進は

進んでいません。今後、事業の効果的な進め方について検討していきます。 
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（3）社会参加・生きがいづくり 

前回計画の施策 主な事業実績 

○地域活動支援センターなどの支援 

○移動・交通手段の充実 

○コミュニケーション手段の確保 

○地域活動への参加促進 

○障害者団体の活動の活性化 

○スポーツ・文化活動の推進 

○地方バス（路線バス）確保維持対策費補助 

○コミュニティバスの運行 

○全但バス神鍋線上限 200 円バスの社会実験の実  

 施 

○豊岡市 e通勤プロジェクトの推進 

○豊岡ノーマイカーデーの実施 

○「豊岡市登録手話通訳者研修」の実施 

○「豊岡市登録要約筆記者研修」の実施 

○「ボランティア養成講座（聞こえのサポーター

講座）」の実施 

○スポーツ・レクリエーション教室等の開催 

○障害者居場所づくり事業（市内 6か所）の実施 

○「豊岡市くすの木学級」「青い鳥学級」の実施 

○身体障害者スポーツ大会の実施 

○スポーツチャレンジ大会の実施 

■福祉タクシー・バス共通利用券の交付者は、平成 24年から平成 26年にかけて横ばいとなっています

が、平成 27 年度は、減少しています。障害のある人の積極的な社会参加を図るためにも、事業内容

のさらなる周知が必要です。 

■地方バスの確保維持対策費補助やコミュニティバス、全但バス神鍋線上限 200 円バスの運行、ノーマ

イカーデーの実施などは、社会参加のひとつの手段として取り組んでいます。 

■手話奉仕員養成講座及び豊岡市登録手話通訳者研修会について、例年実施しており、今後、コミュニ

ケーション支援を充実させるためにも、より多くの参加者を確保する必要があります。 

■豊岡市における障害者スポーツ大会では、平成26年度より新たにスポーツチャレンジ大会を追加し、

社会参加の場を広げています。今後も、障害のある人の社会参加の促進をしていく必要があります。 
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２．「人と人が支え合う」まちづくり 

（1）広報・啓発 

前回計画の施策 主な事業実績 

○計画に関する広報活動 

○障害のある人の支援者への理解の促進 

○広報・啓発活動の充実 

○地域における福祉教育・人権教育の推進 

○交流活動の促進 

○サービス管理者ネットワーク会議を開催 

○障害者自立支援協議会主催で権利擁護に関する

研修会を開催 

○障害者週間福祉包括相談事業開催 

○障害者が集える居場所づくり事業を開催 

○交流及び共同学習の推進 

○スポーツ・レクリエーション教室等の開催 

■豊岡市内全域で「障害者の居場所」の設置をしました。今後も、当事者、地域住民、ボランティアが

交流を図り、つながりを深め、障害のある人が安心して暮らせるまちづくりに努めます。 

■障害者週間や人権週間などの機会をとらえ、障害者週間福祉包括相談事業の開催やパンフレットの作

成、人権講演会の開催など、市民意識の向上に向けて、広報・啓発活動を効果的に進めています。 

■学校における特別支援学級と通常学級の交流が年々増加しており、障害の理解を深める取り組みが進

んでいます。 

 

（2）人材育成・確保 

前回計画の施策 主な事業実績 

○専門的人材の育成・確保 

○ボランティア活動の育成 

○地域資源を活用した人材の育成・確保 

○ボランティア活動の機会の充実 

○障害者（児）支援ボランティア養成講座開催 

○障害者居場所づくり事業の開催 

○朗読ボランティア養成講座の開催 

○「ボランティア養成講座（聞こえのサポーター

講座）」の開催 

○パソコン点訳教室の開催 

 

■専門性をもって、相談支援やケアマネジメントなどに携わる専門的人材の育成に努めました。 

■社会福祉協議会との連携し、「朗読ボランティア養成講座」や「ボランティア養成講座（聞こえのサ

ポーター講座）」、「ＰＣを利用した要約筆記」などを開催し、人材育成、技能向上などを図り、活動

の活性化を推進しました。 

■児童・生徒等を対象とした、ガイドヘルプや手話、点字等の福祉学習・体験教室や、市民への出前講  

 座を通じて、障害のある人の理解を図り、ボランティア活動の場づくりを行いました。今後は、単発

的な福祉学習・体験教室を実施するだけではなく、地域に住む中で何ができるかを考える場が必要と

なります。 
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（3）ネットワークづくりの推進 

前回計画の施策 主な事業実績 

○障害のある人やその家族同士のネットワークづ

くりの推進 

○多様なネットワークづくりの促進 

○近隣自治体との連携強化 

○「災害時安心ファイル」を作成 

○「障害者の居場所づくり」の開催 

 

■「障害者の居場所づくり」を豊岡市各地で複数回に分けて開催しています。障害のある人ない人の交

流とともに障害のある人やその家族同士が情報交換などを行うためのネットワークづくりを進めて

います。今後、開催回数や参加者を増やし、社会参加のきっかけづくりや仲間づくり、地域住民との

ふれあい、障害への理解向上に努めます。 

 

３．「いつどこでも相談できる」まちづくり 

（1）相談体制・情報提供の充実 

前回計画の施策 主な事業実績 

○相談支援体制の充実 

○基幹相談支援センターの検討 

○障害者相談員活動の充実 

○情報内容・提供方法の充実 

○電子媒体を生かした情報提供の実施 

○基幹相談支援センターの設置 

○総合相談の実施 

○「防災ＦＡＸ・メール」の配信 

○「点字・声の広報発行事業」 

○総合相談（実態把握・高齢者福祉、介護保険等）

の実施 

○認知症に関する総合相談 

○市民健康相談の実施 

■相談支援体制において、専門性を有し、相談に総合的に応じることができる相談支援事業者や相談支

援専門員の増加を図り、相談支援体制の充実を図っています。 

■平成 26 年度に基幹相談支援センターを設置しました。業務は、豊岡市社会福祉協議会に委託し、地

域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、相談等の業務を総合的に行っています。 

■「点字・声の広報発行事業」において、障害特性にあったわかりやすい情報の提供を行い、情報収集・

利用が困難な方に対して情報格差の解消を図っています。 

■携帯電話やパソコン・スマートフォンを使ったインターネットの普及状況を踏まえて、電子媒体を活

用した情報提供サービスについて検討を進めます。今後は、防災部局などの関係機関との連携を図る

必要があります。 
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（2）障害の早期発見・早期対応 

前回計画の施策 主な事業実績 

○早期発見・療育の充実 

○発達障害児に対する相談体制の充実・育児支援 

○関係機関との連携 

○地域療育体制の充実 

○発達障害児支援センター（仮称）の検討 

○保育所巡回相談の実施 

○幼稚園個別相談の実施 

○乳幼児健康診査の実施 

○のびのびキッズ（心理相談）の実施 

○わんぱくクリニック（発達相談）の実施 

○こがもらんど（育児支援教室）の実施 

○にじっこくらぶ（療育待機児支援教室）の実施 

○にこにこ教室（2歳児育児教室）の実施 

○こども支援センターの運営 

■発達が気になる児童や発達障害が疑われる児童、親子の関わりに問題がある児童に対して、相談や支

援を進めています。 

■今後、北但広域療育センターと連携を図り、療育訓練・相談・支援体制の充実に努めます。 

 

（3）権利擁護の推進 

前回計画の施策 主な事業実績 

○権利擁護事業の推進 

○成年後見制度の利用支援 

○障害者虐待等の防止 

○高齢者見守りネットワーク事業の啓発活動の実  

 施 

○権利擁護研修会の開催 

○豊岡市認知症フォーラムの開催 

○高齢者見守りネットワーク事業研修会の開催 

○障害者相談支援事業所・障害者虐待防止センタ

ーを開設 

■権利擁護事業の推進として、市関係部署、障害者基幹相談センター、福祉サービス事業所等と連携を

図りながら、福祉サービスの利用手続きや、日常的金銭管理を通じて権利擁護の一端を担っています。 

■障害者虐待等の防止としては、障害者虐待防止センターにて、障害者虐待を未然の防止や早期発見、

迅速な対応、その後の適切な支援を行うため、関係機関等の協力体制や相談支援体制の強化を図って

います。 
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４．「地域で生活できる」まちづくり 

（1）保健・医療の充実 

前回計画の施策 主な事業実績 

○効果的な保健・医療サービスの提供 

○健康・体力づくりの推進 

○リハビリテーション体制の充実 

○障害の特性に配慮した保健・医療サービスの充  

 実 

○認知症医療疾患センターとの連携 

○認知症サポート医巡回相談 

○豊岡市スポーツ大会の実施 

○障害児の歯科保健相談を実施 

○介護予防事業「からだまるごと元気塾」の実施 

○障害児対象の歯科保健福祉相談を実施 

■北但広域療育センターに専門的人材を配置し、幼児期から一貫した療育指導・訓練を提供するととも

に、保護者・家族への支援の充実、ひょうご発達支援センター豊岡ブランチや風発達クリニック等、

関係機関との連携体制の構築を図り、総合的な障害児（者）療育を行っています。今後、積極的に相

談支援を入れ、適切なサービスや医療の提供へとつなげています。 

■介護予防事業「からだまるごと元気塾」では、心身の状況によって分け隔てすることなく、障害  

 等のリスクを持つ人も一緒になり、交流を図りながら実施しています。 

 

 

（2）精神保健施策の推進 

前回計画の施策 主な事業実績 

○理解促進、啓発活動の推進 

○こころの健康づくりの推進 

○関係機関との連携 

○社会復帰対策などの推進 

○こころの健康づくり講演会の実施 

○自殺対策庁内連絡会の開催 

○こころのケア相談の実施 

○こころの相談室の実施 

○こころの健康づくり講演会の開催 

○自殺予防週間月間キャンペーンの実施 

○豊岡市精神障害者家族連合会総会・交流会の開  

 催 

○精神障害者家族教室の開催 

○精神障害者家族の集いの開催 

■理解の促進、啓発活動の推進として、集いや講演会、ポスターの掲示などさまざまな場面での啓発活

動を通じて、精神障害に対する理解の促進を図り、精神障害のある人が暮らしやすい環境づくりに努

めます。 

■社会復帰対策などの推進として、地域生活への移行を進めるため、相談支援事業者による地域相談支

援の実施を支援しました。平成 27 年度の地域移行支援の支給実績は 8 件となっており、平成 26 年よ

りも、7 件増加しています。 
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（3）生活支援の充実 

前回計画の施策 主な事業実績 

○障害福祉サービスの充実 

○自立支援医療費の支給 

○補装具費の支給 

○移動・交通手段の充実 

○地域生活支援事業の推進 

○福祉サービスの質の向上 

○障害者総合福祉法（仮称）の円滑実施 

○重度の障害にある人、障害のある人の高齢化へ

の対応 

○地方バス（路線バス）確保維持対策費補助 

○コミュニティバスの運行 

○全但バス神鍋線上限 200 円バスの社会実験の実 

 施 

○豊岡市 e通勤プロジェクトの推進 

○豊岡ノーマイカーデーの実施 

○重度の人を対象としたサービスの確保 

○重症心身障害児（者）短期入所事業を公立豊岡

病院で開始 

■障害福祉サービスの充実として、障害のある人の地域での自立した生活を支えるため、サービスを必

要とする人が適切に利用できるように、民生委員や児童委員、相談支援事業者などと連携し、事業の

周知やニーズの掘り起しに努めました。今後、さらにきめ細かい支援を行い、障害者相談支援事業の

拡充・充実を図ります。 

■移動・交通手段の充実として、地方バスの確保維持やコミュニティバスの運行、ノーマイカーデーの

実施など、障害がある人々も、気軽に公共交通機関を利用できる仕組みづくりを行い、積極的な社会

参加ができる環境づくりを進めます。 

■重度の障害ある人が、地域で自立して生活していくために必要な支援を行うとともに、全国的にも進

みつつある障害のある人及び介助者の高齢化への対応に努めました。今後、重度の人を対象としたサ

ービスの確保や、関係計画の施策の調整などが必要となります。 

 

（4）家族等介護者の支援 

前回計画の施策 主な事業実績 

○福祉サービスなどの利用促進 

○家族等介護者のこころのケア 

○放課後等の居場所の確保 

○出前講座実施 

○「いきいき豊岡高齢者福祉ガイド」専用ホーム

ページの開設 

○高齢者福祉ガイドブックの作成 

○こころのケア相談 

○こころの相談室 

■福祉サービスなどの利用促進として、出前講座を実施しています。平成 26 年度は、3 回実施しまし

たが、平成 27 年度は２回実施と減少しています。障害のある人やその家族が、福祉サービスやボラ

ンティア活動、地域福祉活動などについて知識を深めてもらえるように出前講座を多く実施する必要

があります。 

■病人の看護を理由として、年度当初に保育所の入所申込みがあった場合は、入所調整し、全員が保育

所に入所できるように調整を行っています。今後も、介護に携わる家族等の心身の負担軽減のため、

家族の病気や病人等の看病が必要な時は、児童の保育所や放課後児童クラブ等への入所調整に努めま

す。 
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５．「安心で安心して暮らせる」まちづくり 

（1）福祉のまちづくり 

前回計画の施策 主な事業実績 

○だれにもやさしいまちづくりの推進 

○障害のある人の意見を聞く場の確保 

○地域環境のバリアフリー化の推進 

○交通環境のバリアフリー化の推進 

○住環境のバリアフリー化などの推進 

○情報・サービスのバリアフリー化の推進 

○ユニバーサルツーリズムの研究 

○各健康福祉センターに「ゆずりあいの駐車場」

のスペースを確保 

○グループホーム新規開設サポート事業の実施 

○路線バスノンステップバス車両の購入補助 

○路線バス低床型バス車両の購入補助 

○第4期豊岡障害者計画の策定に伴い、障害者（児）

を対象にしたアンケートと障害種別ごとにグル

ープインタビューを実施 

■各健康福祉センターに「ゆずりあいの駐車場」のスペースを確保し、障害のある人が社会参加しやす

い環境づくりを進めました。 

■市営久畑二ノ宮特公賃貸住宅を特定非営利活動法人に貸し出し、同事業者が行うグループホーム事業

を支援しました。今後も、地域生活の受け皿となるグループホーム・ケアホームの整備を支援してい

く必要があります。 

■新規でグループホームを開設する事業者に対し、グループホームを新設した場合に係る備品購入費及

び住居の借り上げに要する初期経費について、一部補助しました。今後も、グループホーム新規開設

サポート事業を進め、事業者の参入を促進する必要があります。 

 

（2）防犯・防災施策の促進 

前回計画の施策 主な事業実績 

○災害時要援護者登録制度の推進・充実 

○避難カード（仮称）の作成、設置（新規） 

○地域防災計画の推進 

○防犯体制の整備 

○防災情報ＦＡＸなど防災情報提供の充実 

○災害時・緊急時の対応の検討 

○福祉避難場所の充実 

○地域支援体制の充実 

○災害時要援護者登録台帳の更新 

○「災害時安心ファイル」作成 

○災害時の手話通訳者等の派遣体制について検討

する意見交換会を実施 

○防災ワークショップを開催 

○福祉避難所設置机上訓練の実施 

○災害時要援護者地域支援マニュアルの配布 

○「くらしの安全・安心講座」を開催 

■災害時要援護者登録台帳や、災害時安心ファイルなどの作成より、避難支援が必要な方が把握できる

とともに障害の特性にあった避難支援の充実が進んでいます。 

■地域支援マニュアルの送付や、防災情報ＦＡＸ、防災に関する講座の開催など様々な場面で、防災に

ついて意識する取り組みを進めています。 

■災害時に福祉避難所開設の迅速な対応が取れるように、災害物資の備蓄や防災訓練などを行っていま

す。今後は、福祉避難所の周知や理解を広報していく必要があります。 

■防犯体制の整備として、講座や防災無線、市広報などで市民に情報提供を行いました。今後も、犯罪

被害を未然に防ぐための情報提供など、犯罪を発生させない環境づくりに努めます。 


